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はじめに
平成 年度のピア・カウンセリングの活動は、 月に 日間のピア・カウンセラー前期養成講座に始まり、




















































































































しさ、嬉しさを見出している。 高校からピア活動を体験した 番は 回目であるが、活動をしている伝え
る自分の立場が不思議で実感がわかない不思議な気持ちが継続している。 番、 番のサポートを受け、初






































⑤楽しい ⑦温かい ⑫安心 否定することがなく、肯定するものが多く、そのおかげで温かさや安心感を得ることができる
⑫安心 未記入




















































































































































































































































































































図 展開前半部分における本質観取（現象学的解釈）のプロセス 高校  
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